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特集◎組合員・役職員の心がまえ

ライスセンターに色彩選別機を導入
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平
成
9
年
の
第
21
回
J
A
全
国
大
会
で
、
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A

ll-

ian
ce

）
の
協
同
組
合
原
則
を
踏
ま
え
、
J 

A
の
組
合
員
・
役
職
員
が
期
待
さ
れ
る
役

割
と
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、「
J 

A
綱

領
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
J
A
綱
領
」
は
、
組
合
員
に
は
J
A

の
事
業
・
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
結

集
を
促
し
、
役
職
員
に
は
目
的
意
識
の
統

一
と
改
革
へ
の
決
意
を
喚
起
し
、
消
費
者

や
利
用
者
に
は
J
A
の
仕
組
み
や
活
動
に

関
し
て
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
つ
の
短
い
文
章
に
集
約
さ
れ
て
い
る

綱
領
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

農
業
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
農
家
が
組
織

し
た
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と

国
民
の
食
料
供
給
と
い
う
重
要
な
役
割

を
果
た
す
立
場
に
あ
る
こ
と

農
業
生
産
活
動
、
J
A
の
事
業
活
動
で

も
環
境
へ
の
負
荷
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
基
本
と
す
る
こ
と

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
広
く
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
組
織
で
あ
る
こ

と協
同
組
合
と
し
て
原
則
の
考
え
方
を
踏

ま
え
た
運
営
に
よ
り
健
全
な
経
営
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
組
合
員
や
地
域
に
還

元
し
て
い
く
こ
と

J

A

綱

領

わたしたちJAの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価値・

原則（自主、自立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動しま

す。そして、地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の

革新をはかります。さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、

より民主的で公正な社会の実現に努めます。

このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組

織としての社会的役割を誠実に果たします。

わたしたちは、

■１　地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。

■１　環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地

域社会を築こう。

■１　JAへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。

■１　自主・自立と民主的運営の基本に立ち、JAを健全に経営し信頼

を高めよう。

■１　協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。

J　A　綱　領
－－わたしたちJAのめざすもの－－

組合員・役職員の心がまえ
JA綱領 経営理念 行動規範

JAは、地域社会から信頼されその存在を支持されるために、経営倫理の構築・実践に取り組んでいます。

協同意識と結集を強めるため、JA・組合員・役職員の基本について再認識しましょう。
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（
基
本
）

J
A
に
負
託
さ
れ
た
責
任
と
使
命
を

認
識
し
、
健
全
か
つ
適
切
な
業
務
運

営
を
通
じ
て
、そ
の
責
任
を
全
う
す
る
。

（
J
A
の
基
本
的
責
任
と
使
命
）

良
質
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

通
じ
て
、
組
合
員
・
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
充
足
す
る
。

（
社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
）

農
業
・
環
境
・
金
融
・
福
祉
等
へ
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
。

（
組
合
員
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

経
営
情
報
の
積
極
的
な
開
示
を
は
じ

め
と
し
て
、
組
合
員
・
地
域
社
会
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

（
倫
理
観
の
高
い
組
織
風
土
の
構
築
）

誠
実
、
他
人
へ
の
配
慮
、
責
任
を
信

条
と
し
た
倫
理
観
の
高
い
組
織
風
土

を
構
築
す
る
。

５ ３ １２４

J
A
の
基
本
的
使
命
と
社
会
的
責
任

を
十
分
に
理
解
し
、
自
己
規
律
と
責

任
感
を
も
っ
て
職
務
に
あ
た
り
ま
す
。

J
A
へ
の
信
頼
は
一
人
ひ
と
り
の

日
々
の
行
動
の
上
に
築
か
れ
る
こ
と

を
認
識
し
て
職
務
に
あ
た
り
ま
す
。

法
令
、
内
部
ル
ー
ル
等
を
十
分
に
理

解
し
、
適
正
か
つ
積
極
的
な
業
務
処

理
に
努
め
ま
す
。

J
A
の
職
務
に
専
念
し
、
自
ら
の
能

力
を
最
大
限
発
揮
し
て
そ
の
職
務
を

遂
行
し
ま
す
。

業
務
上
知
り
得
た
組
合
員
・
利
用
者
・

取
引
先
等
の
秘
密
お
よ
び
J
A
の
経

営
上
の
秘
密
を
在
職
中
・
退
職
後
を

問
わ
ず
厳
守
し
ま
す
。

５ ３ １２４
倫
理
綱
領
に
ま
と
め
ら
れ
た
考
え
方
や
行
動
の
指
針
を
日
常
の
職
務
遂
行
の
中
で
実
践

し
て
い
く
た
め
に
、
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
実
践
す
べ
き
行
動
の
基
準
ま
た
は
「
し
て
は

な
ら
な
い
」
行
動
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

J
A
の
責
任
は
何
か
、
責
任
を
全
う
す

る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
ま
た
ど
ん
な

実
践
の
土
台
と
し
て
ど
ん
な
価
値
観
が
必

要
か
を
示
し
、
倫
理
観
の
高
い
組
織
風
土

を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

職
業
人
と
し
て
公
私
の
区
別
を
は
っ

き
り
と
さ
せ
、
個
人
の
感
情
で
差
別

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
公
正
に
業
務

を
遂
行
し
ま
す
。

勤
務
中
は
も
と
よ
り
、
勤
務
外
の
私

生
活
に
お
い
て
も
J
A
の
名
誉
や
信

用
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
を
行
い
ま

せ
ん
。

J
A
お
よ
び
組
合
員
・
利
用
者
の
利

益
の
犠
牲
の
上
に
お
い
て
個
人
的
利

益
を
追
求
し
ま
せ
ん
。

就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
た
服
務
規 

律
を
誠
実
に
遵
守
し
ま
す
。

消
費
者
に
安
全
・
安
心
で
信
頼
さ
れ

る
農
畜
産
物
・
商
品
の
供
給
に
努
め

ま
す
。

１０ ８ ６７９

倫

理

綱

領

行

動

規

範

経

営

理

念

J
A
豊
橋

信
頼
さ
れ
る

J
A
を
目
指
し
て

一
、
豊
か
な
農
業
の

確
立
と
進
展

一
、
魅
力
あ
る
、

足
腰
の
強
い
農
協

一
、
地
域
と
共
に

生
き
る
農
協
づ
く
り

特集◎JA組合員・役職員の心がまえ



 

34

形
と
な
る
。
支
店
再
編
に

よ
る
新
築
工
事
は
前
芝
支

店
、
中
央
支
店
、
東
田
支

店
に
次
い
で
4
店
舗
目
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
J
A

共
済
連
愛
知
三
河
支
所
の

加
藤
光
秋
支
所
長
が
「
地

域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
信

頼
さ
れ
る
店
舗
と
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
や
、
施
工
業
者

へ
感
謝
状
贈
呈
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て

5
日
間
、
利
用
者
に
記
念

品
を
配
布
し
た
。

い
な
み
支
店
の
オ
ー
プ

ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
細
谷
町

で
開
か
れ
た
。
支
店
再
編

協
議
会
関
係
者
、
土
地
協

力
者
、
地
域
関
係
者
、
施

工
業
者
ら
約
60
名
が
オ
ー

プ
ン
を
祝
っ
た
。

白
井
良
始
組
合
長
は

「
新
支
店
は
五
並
中
学
校

区
を
管
内
に
持
っ
て
お
り
、

地
域
全
体
の
拠
点
と
な
る

よ
う
な
店
舗
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

同
支
店
は
、
J
A
総
合

中
期
計
画
に
掲
げ
る
支
店

再
編
の
一
つ
。
細
谷
支
店

と
小
沢
支
店
を
統
合
し
た

地
域
の
拠
点
を
め
ざ
す

い
な
み
支
店
オ
ー
プ
ン

5月16日　ジョイフル杉山 5月19日　Aコープ石巻ふれあい市

5月18日　産直プラザ二川 5月26日　産直プラザ福岡

産
直
市
の
総
会
が
行
わ
れ
る

各
産
直
店
舗
で
産
直
市
総
会
が
行
わ
れ

た
。平

成
20
年
度
の
店
舗
実
績
及
び
産
直
品

供
給
実
績
は
、
地
域
や
利
用
者
の
支
持
を

受
け
順
調
に
推
移
し
た
。

今
年
度
は
J
A
行
事
・
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
店
、講
習
会
、生
産
履
歴
記
帳
シ
ー

ト
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
行
う
。

テープカット 組合長あいさつ 記念品配布 丁寧に対応する窓口担当職員
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豊
橋
市
西
部
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
行

委
員
会
は
東
脇
4
丁
目
の
行
合
公
園
で
年

金
友
の
会
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
い
た
。
会
員
ら
9
チ
ー
ム
約
50
名
が
参

加
し
た
。

J
A
豊
橋
年
金
友
の
会
牟
呂
支
部
の
横

田
一
二
支
部
長
は
来
賓
祝
辞
後
、
始
打
式

に
臨
ん
だ
。

大
会
は
各
チ
ー
ム
４
試
合
の
リ
ー
グ
戦

を
行
い
、
順
位
を
争
っ
た
。

参
加
者
は
「
練
習
と
試
合
で
は
雰
囲
気

が
違
っ
て
緊
張
す
る
」「
毎
日
の
練
習
は

楽
し
い
。
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

■
共
済
友
の
会

J
A
本
店
で
共
済
友
の
会
総
会
が

開
か
れ
、
会
員
、
J
A
職
員
ら
約
40

名
が
出
席
し
た
。

議
事
で
は
08
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
、
09
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
全
議
案

が
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
は
健
康
管
理
集
団
保
養
活

動
、
成
人
病
検
診
助
成
の
ほ
か
、
年

金
友
の
会
と
合
同
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
等
に
取
り
組
む
。

真
剣
勝
負

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
年
金
友
の
会

J
A
本
店
で
年
金
友
の
会
総
会
が

開
か
れ
、
会
員
、
J
A
職
員
ら
約
40

名
が
出
席
し
、
本
年
度
事
業
計
画
と

し
て
、
会
員
加
入
促
進
、
会
員
相
互

の
親
睦
、
健
康
管
理
活
動
を
行
う
こ

と
を
掲
げ
た
。

具
体
的
に
は
未
加
入
者
・
新
規
受
給

者
加
入
の
推
進
、
親
睦
を
高
め
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、健
康
と
教
養

を
高
め
る
講
演
会
な
ど
に
取
り
組
む
。

年金友の会・共済友の会 第12回通常総会

優　勝　フラワーズ
準優勝　牟呂チーム
3　位　津田チーム
　〃　　大村チーム

女
性
部
会
杉
山
支
部
は
5
月
28
日
、
現

地
研
修
会
を
行
っ
た
。
会
員
20
名
が
参
加

し
、
安
城
産
業
文
化
公
園
デ
ン
パ
ー
ク
と

道
の
駅
「
筆
柿
の
里
・
幸
田
」
を
見
学
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
す
ぎ
や

ま
産
直
市
の
会
員
も
多
く
、
出
荷
方
法
や

陳
列
な
ど
を
熱
心
に
確
認
し
て
い
た
。

デ
ン
パ
ー
ク
内
の
花
の
大
温
室
「
フ
ロ

ー
ラ
ル
プ
レ
イ
ス
」
で
は
、
参
加
者
ら
は

季
節
の
花
々
を
見
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。

女
性
部
会
が

現
地
研
修

議事採決

議事採決

あいさつする村田和夫会長

あいさつする芳賀紀臣会長
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畑
の
講
座

西
郷
小
学
校
の
全
校
児
童
1
2
8
名
が
、

農
業
体
験
学
習
を
行
っ
た
。
講
師
と
し
て

第
六
事
業
所
青
年
部
会
の
部
会
員
11
名
が

同
校
を
訪
れ
、
柿
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

白
井
守
部
会
長
は
「
管
内
は
豊
橋
特
産

の
柿
『
次
郎
』
の
栽
培
が
さ
か
ん
。
一
緒

に
お
い
し
い
柿
を
つ
く
ろ
う
」、
岩
瀬
広

繁
班
長
は
「
ど
う
や
っ
て
柿
が
大
き
く
な

る
の
か
し
っ
か
り
勉
強
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

児
童
は
全
学
年
で
構
成
す
る
縦
割
り
の

グ
ル
ー
プ
「
な
か
よ
し
班
」
で
そ
れ
ぞ
れ

1
本
の
柿
の
木
を
管
理
し
て
い
く
。

小
久
保
敏
夫
校
長
は
「
当
校
区
は
農
業

地
帯
。
学
校
の
授
業
を
通
し
て
、
農
業
に

関
心
の
あ
る
子
を
育
て
た
い
」
と
期
待
し

て
い
る
。

牛
川
小
学
校
の
3
年
生
96
名
は
5
月
21

日
、
同
市
牛
川
町
の
渡
辺
義
道
さ
ん
の
ぶ

ど
う
畑
で
種
無
し
巨
峰
の
花
摘
み
体
験
を

行
っ
た
。

花
摘
み
は
余
分
な
花
を
お
と
し
、
大
粒

の
実
に
す
る
た
め
の
作
業
。
児
童
は
「
上

を
向
い
て
作
業
す
る
の
で
手
が
つ
り
そ

う
」「
花
が
や
わ
ら
か
く
て
簡
単
に
と
れ

る
の
で
、
全
部
と
っ
ち
ゃ
い
そ
う
」
と
注

意
し
な
が
ら
丁
寧
に
作
業
し
て
い
た
。

同
校
の
農
業
体
験
は
今
年
で
6
年
目
。

栽
培
農
家
の
渡
辺
義
道
さ
ん
が
、
児
童
に

作
業
の
手
順
や
注
意
点
を
教
え
た
。

作
業
後
、
児
童
か
ら
「
巨
峰
は
い
つ
収

穫
で
き
ま
す
か
」「
ど
う
や
っ
て
種
無
し

に
す
る
の
で
す
か
」「
毎
日
ど
の
く
ら
い

働
い
て
い
ま
す
か
」
な
ど
質
問
が
あ
り
、

渡
辺
さ
ん
は
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
答
え

て
い
た
。

全
校
児
童
が

柿
づ
く
り

児
童
が

巨
峰
栽
培
を
体
験

5
月
3
日
、
豊
橋
市
駒
形
町
の
水

田
で
田
ん
ぼ
の
講
座
「
み
ん
な
で
お

米
を
つ
く
っ
ち
ゃ
お
う
」
が
開
か
れ

た
。
一
般
参
加
者
20
組
68
名
が
田
植

え
作
業
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
「
一
直
線
に
植
え
る
の

は
難
し
い
」「
田
植
え
は
大
変
な
作

業
だ
ね
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

4
月
26
日
、
豊
橋
市
王
ヶ
崎
町
の
ほ

場
で
畑
の
講
座
「
お
い
し
い
野
菜
づ
く

り
に
挑
戦
」
が
開
か
れ
た
。
親
子
連
れ

15
組
46
名
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
鍬
な
ど
を
使
っ
て
畝
作

り
を
し
、

小
松
菜
、

豊橋田原広域農業推進会議が農業体験講座開く

田
ん
ぼ
の
講
座

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
カ
ブ
、
ニ
ン
ジ
ン

の
種
ま
き
と
、
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
ナ
ス
の
苗
の
植
付
け
を
行
っ
た
。

食
の
大
切
さ
と
収
穫
の
喜
び
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
農
業
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
お
う
と
、
豊
橋
市
、
田
原
市
、

J
A
豊
橋
、
J
A
愛
知
み
な
み
で
構
成

す
る
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
が

農
業
体
験
講
座
を
開
い
た
。

種まきをする参加者田植えをする参加者

作業の説明を聞く参加者

田植えのポイントを聞く参加者
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東
三
河
外
食
産
業
振
興
会
は
5
月
27

日
、
28
日
の
両
日
、
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー

ト
で
「
第
16
回
東
三
河
外
食
産
業
展
示
会

2
0
0
9
」
を
開
い
た
。「
安
心
・
安
全

な
食
の
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
食
材

や
新
商
品
の
展
示
、試
飲
食
等
が
行
わ
れ
た
。

J
A
豊
橋
は
ト
マ
ト
や
葉
菜
類
な
ど
旬

の
農
産
物
を
展
示
・
即
売
し
た
。

開
会
式
で
は
、
振
興
会
の
片
桐
逸
司
会

長
が
「
地
元
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
、
業
者
だ
け
で
な
く
一
般
消
費
者
の

来
場
も
増
え
て
い
る
。
よ
り
一
層
の
発
展

を
め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
た
。

会
場
中
央
で
は
プ
ロ
の
若
手
料
理
人
に

よ
る「
一
皿
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
」

や
、
東
三
河
の

食
材
で
盛
り
付

け
し
た「
宝
船
」

の
展
示
が
あ
り
、

来
場
者
の
注
目

を
集
め
て
い
た
。

豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
は
、
神

野
ふ
頭
町
の
豊
橋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
で
「
地
産
地
消
の
お
料
理
教
室
」
を

開
い
た
。「
旬
の
食
材
を
旬
の
季
節
に
」

を
テ
ー
マ
に
一
般
参
加
者
20
名
が
、豊
橋
・

田
原
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、

料
理
づ
く
り
を
楽
し
ん
だ
。

料
理
は「
春
野
菜
で
し
あ
わ
せ
ラ
ン
チ
」

と
題
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
ア
ン
チ
ョ
ビ
の
パ

ス
タ
、
春
野
菜
の
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、

新
じ
ゃ
が
と
そ
ら
豆
の
焼
き
サ
ラ
ダ
、
デ

ザ
ー
ト
に
甘
夏
ゼ
リ
ー
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
。

参
加
者
は
「
自
宅
で
の
調
理
は
自
己
流

に
な
る
の
で
、
料
理
教
室
に
参
加
し
て
改

め
て
調
理
方
法
を
見
直
し
た
い
」「
こ
れ
か

ら
は
地
元
の
も
の
を
も
っ
と
使
い
た
い
」

と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た
。

黄
綬
褒
章
に

冨
田
義
弘
さ
ん

豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
は
、
ホ

テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ
ュ
豊
橋
で
「
豊
橋
田

原
食
育
体
験
講
座
」
を
開
い
た
。「
地
産

地
消
の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
〜
ホ
テ
ル
で
味

わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
」
を
テ
ー
マ
に
、

一
般
参
加
者
20
名
が
地
元
産
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
味
わ
っ
た
。

食
材
の
ナ
ス
を
提
供
し
た
茄
子
部
会
の

原
田
敏
彦
部
会
長
が
、
生
産
過
程
や
部
会

の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。

原
田
部
会
長
は
「
部
会
と
し
て
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
や
農
産
物
の
安
全
性
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
豊
橋
産
の
ナ
ス
を

安
心
し
て
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

参
加
者
は
「
ナ
ス
の
栽
培
は
難
し
い
で

す
か
」「
ハ
ウ
ス
の
中
は
暑
く
て
大
変
な

作
業
な
ん
で
す
ね
」
な
ど
、
原
田
部
会
長

と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
ラ
ン
チ
を
楽
し

ん
だ
。

春
の
褒
章
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
上
野

町
の
冨
田
義
弘
さ
ん
が
黄
綬
褒
章
を
受
章

し
た
。

冨
田
さ
ん
は
養
鶏
業
を
始
め
て
50
年
に

な
る
。「
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
卵
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
、
H
A
C
C
P
に
基
づ
い

た
生
産
・
販
売
一
貫
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
養
鶏
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

4
月
28
日
、
白
井
良
始
組
合
長
が
冨
田

さ
ん
宅
を
訪
ね
受
章
を
称
え
た
。

冨
田
さ
ん
は
「
私
一
人
が
受
章
し
た
の

で
は
な
く
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
農

畜
産
物
を
生
産
し
て
い
る
地
域
の
仲
間
と

一
緒
に
い
た
だ
い
た
も
の
。
家
族
や
仲
間

の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
だ
」
と
話
し
た
。

春
野
菜
で

し
あ
わ
せ
ラ
ン
チ

安
心
・
安
全
な

食
の
交
流

地
産
地
消
ラ
ン
チ

を
味
わ
う

白井組合長 冨田義弘さん

にぎわうJAブース



78

西瓜目揃会 キャベツ出荷

地 域 の
営農拠点

事業所

豊
橋
の
農
業
は
、
地
域
の
特
徴
や
自
然

条
件
を
生
か
し
た
園
芸
地
帯
に
発
展
し
て

お
り
、
野
菜
、
果
樹
、
花
き
、
畜
産
、
米

な
ど
多
品
目
の
産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

J
A
豊
橋
で
は
、地
域
の
営
農
拠
点「
事

業
所
」
を
各
地
域
（
6
ヶ
所
）
に
お
き
、

地
域
農
業
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

第五事業所 第三事業所 第一事業所

第六事業所 第四事業所 第二事業所

業
務
内
容

指
導

●

栽
培
技
術
・
農
業
経
営
相
談

●

研
究
会
、
栽
培
講
習
会
等
の
開
催

●

土
壌
診
断
に
基
づ
く
施
肥
改
善
指
導

●

病
害
虫
の
発
生
予
察
、
適
正
防
除
指
導

販
売

●

目
揃
会
の
開
催

●

販
売
品
の
予
約
と
り
ま
と
め
、
荷
受
、

分
荷
、
検
査
選
別
、
ク
レ
ー
ム
対
応

●

販
売
情
報
の
収
集
・
提
供

購
買

●

営
農
用
資
材
予
約
取
り
ま
と
め
・
供
給

●

購
買
品
の
受
入
、
供
給
、
配
送

組
織
対
応

●

組
合
員
組
織
対
応

●

作
物
別
生
産
組
織
の
事
務
局

●

情
報
の
収
集
・
提
供



三
河
湾 

アイプラザ豊橋 

豊川 
I.C.

JR飯田線 

名鉄本線 
JR東海道本線 JR東海道新幹線 

とよがわ 

市民病院 総合体育館 

愛知大学 

豊橋南高校 

万場調整池 

豊橋技術科学大学 

総合動植物公園 
自然史博物館 

岩田運動公園 

豊橋市役所 

豊橋創造大学 

太 平 洋  

第一事業所 

第二事業所 

第四事業所 

豊橋農協本店 

第三事業所 

第五事業所 

大村出荷場 

花き出荷場 

第六事業所 

豊
橋
駅 

豊
鉄

渥
美

線 

東名高速道路 

事業所 事業所 

果樹等総合集出荷場 

予冷センター・トマト選果場 

なす選果場 
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農家に出向き営農相談

組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
と
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
J
A
利
用
率
の

向
上
を
目
指
し
、
平
成
17
年
度
よ
り
営
農

渉
外
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

営
農
渉
外
員
（
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
は
農
家
に
出
向
き
、
営
農
資
材
の
推

進
活
動
を
は
じ
め
、
営
農
に
関
す
る
各
種

相
談
対
応
や
情
報
提
供
な
ど
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

●
主
な
業
務
内
容

●①
肥
料
・
農
薬
・
生
産
資
材
・
販
売

資
材
な
ど
の
情
報
提
供
や
提
案

●②
営
農
相
談
員
と
連
携
し
た
営
農
相

談
、
農
家
対
応



910
【全体運】自己判断でミスをしやすい時期。周りの意見も積極的に取り入れてみて。金運が上向きなので、旅行への出費

も吉 【健康運】食べ過ぎに注意。特に間食を控えて 【幸運を呼ぶ食べ物】トマト
牡羊座

2009.7月●モナ・カサンドラ

3/21～4/19

近
年
は
、
消
費
者
の
食
品
に
対
す
る
安

全
・
安
心
・
衛
生
面
へ
の
要
求
が
非
常
に

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

米
の
品
質
に
対
す
る
要
望
も
年
々
厳
し

く
な
り
、
微
量
の
異
物
混
入
が
あ
っ
た
だ

け
で
も
ク
レ
ー
ム
・
返
品
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
温
暖
化
傾
向
に
よ
る
乳
白
米
の
発

生
や
、
農
薬
散
布
自
粛
に
よ
る
カ
メ
ム
シ

の
被
害
の
拡
大
で
、
着
色
米
・
斑
点
米
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
J
A
で
は
、

平
成
21
年
度
よ
り
玄
米
色
彩
選
別
機
を
導

入
し
て
、
被
害
米
の
除
去
に
よ
り
、
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
に
て
共
同
乾
燥
さ
れ
た
保
有

米
・
検
査
米
の
品
質
を
底
上
げ
し
、
バ
ラ

ツ
キ
の
無
い
安
定
し
た
良
品
質
に
よ
り
信

頼
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

21
年
度
の
利
用
料
金
に
色
彩
選
別
に
係

る
費
用
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に

色
彩
選
別
機
を
導
入

水 稲 栽 培

農 家 の

皆 様 へ

◎平成21年度プール乾燥調製料金表
（色彩選別代を含む）　 生籾1kgの単価（消費税込）

荷受水分 15%未満 15%以上 18%以上 21%以上 25%以上 29%以上 33%以上 40%以上

平成21年 14.70円 17.85円 21.00円 24.15円 26.25円 29.40円 32.55円 36.75円

平成20年 9.45円 12.60円 15.75円 18.90円 22.05円 25.20円 29.40円 33.60円



ライスセンター 

事業所 

水稲栽培農家 
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【全体運】人気運が上昇。周囲からの評判も良く、自分らしく振る舞えます。会食の機会も増えて、人脈も広がりそう

【健康運】日射病や熱中症の予防を心掛ければ安泰 【幸運を呼ぶ食べ物】ウリ
牡牛座

2009.7月●モナ・カサンドラ

4/20～5/20

農
産
物
の
安
全
を
担
保
す
る
た
め
の
仕

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
生
産
履
歴
記
帳
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
J
A
グ
ル
ー

プ
あ
い
ち
、J
A
豊
橋
の
方
針
と
し
て「
平

成
21
年
4
月
1
日
以
降
、
J
A
を
通
じ
て

出
荷
、
販
売
を
行
う
に
は
事
前
の
栽
培
日

誌
の
提
出
が
必
要
」
で
す
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
刈
取
、
搬
入
の
一
週
間
前
ま
で
に

事
業
所
へ
必
ず
栽
培
日
誌
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
共
同
乾
燥
す
る
た
め
に
は
、

荷
受
前
の
栽
培
日
誌
の
提
出
と
生
産
履
歴

の
内
容
確
認
が
必
要
で
す
。

搬
入
時
に
「
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
証
及
び
地
場
出
荷
証
」

の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●ライスセンターご利用の皆様へ

南部ライスセンター

8
月
１７
日
〜
9
月
１３
日
の

期
間
は
、
荷
受
け
品
種
を

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」と

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」の
み
と
し
ま
す
。

※
右
記
以
外
の
品
種
の
荷
受
け
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
の
皆
様
へ

お
知
ら
せ

●
荷
受
時
の
注
意
事
項

利
用
証
の
提
示
が
な
い
場
合
は
、

栽
培
日
誌
の
提
出
の
確
認
が
さ
れ
る

ま
で
、
共
同
乾
燥
施
設
に
投
入
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
出
荷
米
の
持
込
検
査
に
つ

き
ま
し
て
も
、
栽
培
日
誌
を
一
週
間

前
ま
で
に
事
業
所
へ
提
出
し
、
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
搬
入
時
に
、
受
付
印
の

あ
る
地
場
出
荷
証
の
提
示
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

受
付
時
に
掲
示
が
な
い
場
合
に
は
、

持
込
検
査
米
は
一
時
預
か
り
と
し
、

地
場
出
荷
証
が
確
認
さ
れ
次
第
、
検

査
実
施
と
な
り
ま
す
。

平成21年度からの新しい取り組み

事業所に栽培日誌を提出

事業所がライスセンター利用証

及び地場出荷証に押印

ライスセンターへ生籾搬入時に

提示



ト
マ
ト
黄
化 

葉
巻
病 

対
策 

ト
マ
ト
黄
化 

葉
巻
病 

対
策 

葉
が
黄
化
し
、
下
に
巻
き
込
む
、
先
端
付

近
の
茎
葉
が
萎
縮
す
る
、
収
量
が
落
ち
る
。 

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
に
よ
る
野
菜
の
被
害
は
、直
接
の
吸
汁
害

の
ほ
か
排
泄
物
な
ど
に
よ
る
す
す
病
も
深
刻
に
な
り
ま
す
。 

特
に
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
ト
マ
ト
黄
化
葉

巻
病
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し
、
多
大
な
被
害
を
出
し

て
い
ま
す
。 

●
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
発
生
源
に
な
ら
な
い
よ

う
早
期
発
見
、
早
期
防
除
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

●
病
気
に
か
か
っ
た
株
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等

に
入
れ
、
枯
死
さ
せ
て
か
ら
処
分
し
、
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
収
穫
の
終
わ
っ
た

株
は
早
め
に
片
付

け
ま
し
ょ
う
。 

●
雑
草
は
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
の
生
息
地
に
な

る
の
で
、
近
辺
の

除
草
を
し
ま
し
ょ

う
。 

草刈り作業の 

仕
業
点
検
を
必
ず 

行
い
ま
し
ょ
う
。 

●
燃
料
や
各
部
の
オ
イ
ル
の
残
量 

　
と
漏
れ 

●
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー 

●
刈
刃
の
締
め
付
け
、摩
耗
状
態 

●
飛
散
防
止
カ
バ
ー
の
取
り
付
け
状
態 

　
な
ど 

2
作
業
に
適
し
た 

服
装
を 

し
ま
し
ょ
う
。 

肌
を
露
出
せ
ず
、防
護
具 

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。 

1
作
業
場
の
足
場
の
安
全 

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

3
作
業
中
は
周
囲
に 

注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。 

4
作
業
は
急
が
ず
、 

“ゆ
と
り
”
を
持
っ
て 

行
い
ま
し
ょ
う
。 

5

危険地帯 

10m

安全グツ 

防振手袋 

防護のめがね 耳覆い 

長袖・長ズボン 

すね当て 

トマト黄化 
葉巻病 

シルバーリーフコナジラミ 

対策 

保護帽 

ポイント！ 全 
安 安 

1112
【全体運】人を当てにせず、自力で努力することで道が開ける予感。新しいことに挑戦する場合は、念入りな情報収集を

【健康運】夏バテ防止には、たっぷりの睡眠を 【幸運を呼ぶ食べ物】カステラ
双子座

2009.7月●モナ・カサンドラ

5/21～6/21



入賞出品展示と 
農産物フェアも 
行っています 

豊橋農協 
夏季農産物 
品評会 

豊橋農協 
夏季農産物 
品評会 

3日●金 
4日●土 
5日●日 

審　査 

一般公開 

7月3日●金 

 

※詳細は来月号でお知らせします 
楽しいイベント 
盛りだくさんでお待ちしています！！ 

豊橋総合動植物公園 
（のんほいパーク） 
豊橋総合動植物公園 

（のんほいパーク） 
会 場 

イベント 

JA豊橋 本店内 

■ガス器具コーナー 

■自動車コーナー 

●各種メーカー展示 

●ガス給湯器　●コンロ展示 

■農機コーナー 

●トラクターから小農具まで　●電動工具各種 

第13回 

市民農業 
まつり 
市民農業 
まつり 

第8回 

農機自燃部 
フェア 
農機自燃部 
フェア 

7月 

18日●土 
19日●日 

7月 

4日●土 7月 

JA豊橋花き出荷場 

7月4日●土・5日●日 

あぐりパーク食彩村 

AM9:00～PM5:00

AM9:30～PM4:30

7月はイベント盛りだくさん!

みんなで来てね!!

7月はイベント盛りだくさん!

みんなで来てね!!

雨 天 決 行  

雨 天 決 行  

●だんご・かき氷販売 

●露店（各種 1回100円） 

　　射的・輪投げ 

　　スーパーボールすくい（数限定）　 

1112
【全体運】自信を失っていたことに新たな気持ちで取り組めそう。自己アピールできる時期なので、意見やアイデアを発

表する好機 【健康運】軽いストレッチと散歩が気晴らしに 【幸運を呼ぶ食べ物】お好み焼き
蟹　座

2009.7月●モナ・カサンドラ

6/22～7/22



1314
【全体運】文化的なことへの興味が高まる兆し。新たな習いごとを始めると幸運を呼びそう。特に語学の勉強はいい刺激に

【健康運】スポーツに励めば、さらに元気に！ 【幸運を呼ぶ食べ物】スイカ
乙女座

2009.7月●モナ・カサンドラ

8/23～9/22

日

協
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ス
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㈲

市
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弟

自

動

車

㈲

高

塚

モ

ー

タ
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ス

穂

浪

自

動

車

整

備

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
豊
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後
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モ

ー

タ
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ス

㈱
な
か
じ
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モ
ー
タ
ー
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丸
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モ
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ガ
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大
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モ
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岩

田

自
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自
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車

㈲
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動
車
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丸
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自
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自

動

車

釆

女

商

会

西
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オ
ー
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若
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彌
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伊

藤

商

会

篠

島

自
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車

商

会

㈲

岡

田

モ

ー

タ
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ス

杉

浦

自

動

車

繁

廣

自

動

車

㈱
Ｎ
Ａ
Ｃ
中
島
自
動
車

東

邦

自

動

車

㈱

前

芝

自

動

車

㈲

㈱

太

田

モ

ー

タ

ー

ス

中
村
自
転
車
モ
ー
タ
ー
ス

渡

津

自

動

車

工

業

㈱

㈲

杉

野

自

動

車

㈲

中

山

モ

ー

タ

ー

ス

㈲

前

川

自

動

車

エ

ム

エ

ム

オ

ー

ト

㈲

藤

正

オ

ー

ト

永

坂

自

動

車

工

業

所

㈲

司

自

動

車

㈲
シ
バ
タ
モ
ー
タ
ー
ス

三

河

モ

ー

タ

ー

ス

㈱

シ
ゲ
ハ
ラ
自
動
車
鈑
金
塗
装

ダ

イ

ハ

ツ

東

㈲
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
ス
ギ
ウ
ラ

C
u
s
to

m
 H

o
rs

e
 A

 a
n
d
 E

共
済
代
理
店
一
覧 

共

済

代

理

店

紹

介

豊
橋
市
前
芝
町

中
村
自
転
車
モ
ー
タ
ー
ス

取
扱
商
品
／
自
賠
責
共
済

Ｔ

Ｅ

Ｌ
／
3
1

－

0
7
0
6

元
々
は
自
転
車
屋
と
し
て
昭
和
2
年
に
営
業
を

開
始
し
、
現
在
の
場
所
で
は
昭
和
10
年
か
ら
営
業

を
し
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
か
ら
自
転
車
屋
と
自
動
車
整
備
工
場

を
一
つ
に
し
、
現
在
の
営
業
ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま

し
た
。
お
客
様
の
立
場
・
目
線
に
立
ち
、
お
母
さ

ん
、
奥
さ
ん
と
3
人
で
元
気
に
営
業
し
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
前
芝
町

前

芝

自

動

車

㈲

取
扱
商
品
／
自
動
車
共
済
・
自
賠
責
共
済

Ｔ

Ｅ

Ｌ
／
3
1

－

0
7
0
7

創
業
45
年
の
民
間
車
検
工
場
、
前
芝
自
動
車
有

限
会
社
。
安
心
と
信
頼
の
地
域
密
着
型
の
自
動
車

整
備
工
場
を
め
ざ
し
、
お
車
を
快
適
に
そ
し
て
安

全
に
安
心
し
て
お
乗
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
親

切
・
丁
寧
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
一

同
こ
こ
ろ
が
け
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

車
検
・
整
備
・
販
売
・
板
金
塗
装
・
保
険
・
オ

イ
ル
交
換
、
す
べ
て
の
設
備
を
備
え
て
皆
さ
ま
の

ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

豊
橋
市
前
芝
町

伊

藤

商

会

取
扱
商
品
／
自
賠
責
共
済

Ｔ

Ｅ

Ｌ
／
3
1

－

3
2
0
8

昭
和
41
年
に
先
代
が
現
在
の
場
所
で
営
業
を
始

め
ま
し
た
。
現
在
は
2
代
目
の
社
長
に
変
わ
り
、

従
業
員
7
人
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
づ
く
り
を
こ
こ
ろ
が
け
、

お
客
様
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
ま
す
。
休
み
の
日

で
も
人
が
よ
く
集
ま
る
、温
か
み
の
あ
る
お
店
で
す
。
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季節の手作り教室　ジャム報告

年間4回行う「健康料理教室」。第1回目が5月

20日に行われました。テーマである高血圧予防

の食事では、塩分を控えるため香辛料や酸味を使

うこと、旬の野菜はたくさんのおかずに活用する

こと、切った野菜を水に長時間つけると体に入っ

た塩分を外にだすカリウムがなくなってしまうな

ど多くのポイントを勉強しながらの調理実習とな

りました。次回は、9月16日に開催します。

健康料理教室報告

春の加工室は、いちごジャムとマーマレードを

作るグループが多く甘酸っぱい香りに包まれてい

ます。写真は、いちごを砂糖と煮ているところで

す。準備はマーマレードに比べ、ヘタを取り除く

作業は簡単にできますが、たくさんの量を作るの

で煮つめる作業に時間がかかります。

砂糖を控えめにし、いちごの甘みを生かしたジ

ャムはおいしいと大好評でした。

料理友の会参加者募集
ただ今、料理友の会では生徒数減少のために参加者を大募集しています。食の意識を高め、健全

な実生活に役立つ教室で、和風・欧風・中華料理の調理実習を行っています。

日　　程  6月、7月、9月、10月、11月、3月、4月の第4水曜日（変更の場合もあり）

 午前10時より　　JA豊橋本店　料理教室
講　　師  家庭の光料理専修学校　校長　中村とめ子先生

費　　用  年間15,000円（5月入会者）（6月からの途中入会者は月割り計算になります）

夏の寄せ植え教室参加者募集
毎年、たくさんの方が参加する寄せ植え教室。

今回は、涼しげな夏をイメージした内容となっています。

開 催 日  平成21年7月23日（木）
時　　間  午前10時より（午前の部1回のみの開催です）
場　　所  JA豊橋磯辺支店　2階（グリーンセンター磯辺店となり）
費　　用  2,500円（女性部会員外の方は、3,000円）

【全体運】考え方が暗くなりやすいかも。物事を邪推して、周囲との摩擦が増える傾向。親切にされたら、素直にお礼を

【健康運】胃腸トラブルにご用心。気分転換が大事 【幸運を呼ぶ食べ物】赤ワイン
射手座

2009.7月●モナ・カサンドラ

11/23～12/21




